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京
都
朝
野
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
國
る

こ
と
を
録
的
と
す
る

一
、
右
の
離
州
の
た
め
に
庄
の
事
業
を
行
う

9
　
毎
月
　
回
愈
誌
「
哲
學
研
究
扁
を
嚢
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
禽
を
開
く

㈱
　
随
聴
研
究
禽
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
畢
文
學
部
哲
學
科
教
窟
及
び
委
員
奮
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
囑
す
る

【
、
本
會
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
魯
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

｝
、
本
愈
は
富
田
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
絞
・
圓
書
館
・
其
他
の
園
髄
は
團
膿
の
名
を
以
て
入

食
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
二
二
〇
圃
（
會
誌
十
二
珊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
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一
、
會
員
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誌
の
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布
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魯
誌
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種
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行
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磁
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、
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、
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よ
る
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☆
膚
終
了
後
樂
友
會
館
に
お
い
て
懇
談
晩
餐
會
を
無
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ま
す
。
（
會
費
約
五
〇
〇
圓
）

　
☆
所
属
機
關
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
大
文
學
部
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教
學
研
究
室
ま
で
御
申
組
下
き
い
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會
　
　
　
告

一
、
本
魯
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
舗
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
窟
都
市
左
京
腱
吉
編
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
會
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
畢
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
　
、
二
二
〇
國
又
は
牟
年

六
一
〇
圓
）
を
お
彿
顎
下
さ
い

又
會
員
へ
の
一
三
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
蛮

費
に
蘭
す
る
　
切
は
東
京
都
千
代
風
匠
代
官
町
二
　
創
文
甦

　
（
振
替
口
座
東
京
九
二
照
七
二
番
創
文
就
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
町
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
偏
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
攣
會
宛
御
擁
込
下
さ
い
、
　
（
　
年
分

又
は
傘
庫
分
）
會
費
は
漂
則
と
し
て
本
誌
十
二
儒
（
又
は
六

冊
）
の
送
附
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
下
司
の
一
更
其
他

　
の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
　
年
（
又
は
坐
T
年
）
毎
に
精
算
し

ま
す

一
、
會
員
の
韓
居
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退
奮
の
事
務
及
び
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集
事
務
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一
切
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哲
翠
會
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御
通
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下
さ
い
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、
本
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す
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本
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送
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さ
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一、

�
�
ﾈ
外
の
購
讃
春
の
御
註
文
及
び
贋
告
掲
載
に
乱
す
る

件
は
「
創
文
就
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
儂
一

二
〇
圓
、
送
料
∵
八
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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